
平成21年度地域材活用木造住宅振興事業による展示住宅の概要（平成２２年度成果報告）

事業者名：株式会社来住野工務店（キシノコウムテン） 展示住宅の建設地住所：東京都あきる野市油平字八幡208番2

事業者連絡先 使用した地域材の名称 多摩産材

（事業者番号0397）

事業者連絡先：0120‐915‐216  042‐595‐1225 使用した地域材の名称：多摩産材

地域材の使用箇所：構造材・下地材・仕上材・造作材建設工事費（主体工事費）：2千9百万円（うち補助金4百万円）

＜展示住宅の平面図＞

【１階】 【２階】外観写真

＜展示住宅の仕様等＞
①床面積：（１階） 75 26㎡、（２階）48 75㎡

＜展示住宅の特徴＞
①階層を４フロア設け らせん階段を配することにより動線を巧みに創出し

内観写真１

①床面積：（１階） 75.26㎡ （２階）48.75㎡

②外観：ラスモルタル塗り
ジョリパット特注色吹き付け

③構造（部位毎の建材、寸法等）：
土台：桧・105×105

①階層を４フロア設け、らせん階段を配することにより動線を巧みに創出し、
傾斜地に建つという一見不利な敷地条件を、
一体的な空間構成の主役に迎えている。

②木の家といえば、木ばかりを前面に打ち出したものにしてしまいがちだが、

ひと工夫加える事でここまで表情豊かで素敵なものになるということを伝えたい。また、
高さ5メートル・幅1 8メートルの一枚ガラスをはじめ

柱：杉・105×105（通柱・隅柱120×120）
梁・桁：杉・105×150～330
母屋：杉・90×90
棟木：杉・105×105
垂木：杉・40×45
根太：桧・45×45 （全て多摩産材）

＜平成２２年度の成果＞

高さ5メ トル 幅1.8メ トルの 枚ガラスをはじめ、
タイルやドアノブ、電気のスイッチなど細部に至るまでこだわりぬき、
木のやさしさと相まって、くらしの中に愉しさを見出せる住宅を目指した。

③ご覧いただけたことで、家づくりの夢をふくらませてほしい。

内観写真２ ④断熱性能：外壁・天井裏：グラスウール100㎜
床下：ポリスチレンフォーム40㎜

⑤展示期間：平成23年2月～平成30年2月

＜平成２２年度の成果＞
①来場者数（平成23年2月～平成23年5月）：約150名
②来場者の主な声：
○・・・・・今までの木造住宅の概念が変わってしまうほどに、豊かな空間が感じられる。
○・・・・・木の暖かさと他の素材の取り合わせが何とも素敵。
○・・・・・自社設計・施工なのでアフターメンテナンスも安心出来る。


